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令和４年 飯田市教育委員会９月定例会会議録 

 

 

令和４年９月１６日（金） 午後３時００分開会 

 

 

    【出席委員】 

        教育長                熊谷 邦千加 

        教育長職務代理者           北澤 正光 

        教育委員               三浦 弥生 

        教育委員               上河内 陽子 

        教育委員               野澤 稔弘 

 

    【出席職員】 

        参与                 松下 徹 

        学校教育課長             桑原 隆 

        学校教育専門幹            今井 栄浩 

        生涯学習・スポーツ課長        伊藤 弘 

        文化財保護活用課長          宮下 利彦 

        市公民館副館長            秦野 高彦 

        文化会館館長             下井 善彦 

        中央図書館長             瀧本 明子 

        美術博物館副館長兼歴史研究所副所長  牧内 功 

        学校教育課長補佐兼教育企画係長    代田 暢志 

        学校教育課教育支援係長        麦島 隆 

        学校教育課教育指導専門主査      木下 耕一 

        学校教育課長補佐兼総務係長      櫻井 英人 
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日程第１ 開 会 

○教育長（熊谷邦千加） それでは時間になりましたので、令和４年９月定例会を始めます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

日程第２ 会期の決定 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第２、会期の決定。９月定例会の会期を本日１日とさせていただ

きますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） はい、お認めいただきありがとうございます。 

 

日程第３ 会議録署名委員の指名 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第３、会議録の署名委員の指名、会議録署名委員を北澤正光教育

長職務代理者にお願いをしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） はい。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、よろしくお願いします。 

 

日程第４ 会議録の承認 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第４、会議録の承認、８月定例会の会議録をご確認ください。 

何かご意見があればお願いいたします。 

（「特にございません」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） はい、承認いただいたということで進めさせていただきます。 

 

日程第５ 教育長報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第５、教育長報告事項。 

別紙をご覧ください。１から２、３と伊那谷民俗研究集会、伊那谷研究団体研究協議会

総会、それから飯田市地域史研究集会に参加をさせていただきました。３つ目の地域史研

究集会は、オンライン開催でしたので、オンラインで講演等をお聞きいたしました。 

１番の伊那谷民俗研究集会のほうでは、「民俗と食文化」ということで、いろいろ興味深

いものがたくさんあったんですが、「伊那郡郷村鑑」に、今の市田柿として有名になるもと

になるような物で、「甘い白い粉を自ら吹き出した不思議の甘味なり」というのが書いてあ
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ったっていうことで、面白いなあと思って見させていただり、長野県立大の教授のお話で、

これは私もテレビで見たことがあったんですが、塩丸イカ、煮イカっていうのは、長野県

の独自の文化と言うことです。最近は私も食べなくなりましたけれど、子どもの頃はよく

キュウリと塩イカを和えて食べるっていうのがあったんですが、「それはもう他県ではほと

んどないんだ」っていうような話がありました。あとはジオパークの坂本先生の話なんか

もあって興味深く聞いてまいりました。 

４つ目のところでは、北田遺跡の縄文時代の復元家屋竣工お披露目会というのがありま

した。一番は地域の方たちがずっと毎月この中で火を焚いて会をやったり、いろんな活用

をしていただいているので、20 年という年数がたっている割にはとても保存状態がいいと

いうようなことで、宮下課長から報告がありました。非常に上久堅地区が大事にされてい

るんだなあっていうことを感じた次第であります。 

それから春草かるたというのをそれぞれ教育委員さんの机に置きましたが、橋北地区の

皆さんがこれをつくられて、中に紙があって、いわれが書いてあるのでまたご覧いただけ

ればと思います。絵は、佐藤市長さんの高校の同年生の方が描かれて、そして読み札のほ

うは全国から応募があってその中から選んでいます。応募があったのは 101名の方から 695

点の作品が寄せられて、その中から 45点選んだということでありました。 

長野県の元気づくり支援金を使って作ったので、本当は各学校に配りたかったんだけど、

広くそういう散財するみたいな形はだめで、その地区の元気づくりに使うような形でなけ

ればならないという規定があるとのことです。各学校には配れないけれども、せめて教育

委員さんにはぜひお渡しをいただいて、何かしらの形でご活用いただきたいということで

ありました。またご覧をいただければと思います。 

それから、６つ目ですけれども、先日飯田市議会の一般質問が行われました。まだ議会

は開会中ですけれども、原 知世議員からはスポーツ関係、特にスポーツ施設に関わって照

明のことであるとか、あるいはトイレのことであるとか、あるいは芝生のこと、そういっ

たことについてご質問いただきました。 

古川議員からは、この今、話題になっている旧統一教会の後援のこと。それから、平和

記念館の展示のことがご質問ありました。 

岡田議員さんからは、ジェンダーフリーのことに関わって、中学校の制服というような

こと。それから部活動の地域移行に関わってソーシャルビジネスに関わってのご質問。 

４番目の宮脇議員さんは、がん教育に関わってのご質問。 

５番目の市瀬議員さんからは、ムトスぷらざの各部屋の利用率、特に調理室とか音楽室
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ですね。 

６番目の佐々木議員さんからは、「自分らしさ」とかジェンダー・多様性を学ぶための対

話の場というようなことで学校教育、社会教育でできることはどんなことなのかっていう

ことでご質問いただきました。 

７番目の関島議員は、有機農業の有機給食への取組ということでご質問ご意見をいただ

きました。 

質問のほんの一部を取り出したものですので、また詳しいものは出るかと思いますので、

ご覧をいただければと思います。 

報告事項は以上でございます。 

 

日程第６ 議案審議（２件） 

○教育長（熊谷邦千加） それでは日程第６へまいりたいと思います。議案審議、本日は２つの

議案についてご審議をいただきます。 

 

議案第５２号 令和４年度飯田市就学援助費支給対象者（要保護及び準要保護児童生徒援助費補

助金関係）の認定について 

○教育長（熊谷邦千加） 議案第 52号、「令和４年度飯田市就学援助費支給対象者（要保護及び準

要保護児童生徒援助費補助金関係）の認定」につきまして。 

桑原課長。 

◎学校教育課長（桑原 隆） それでは議案第 52号、「令和４年度飯田市就学援助費支給対象者の

認定について」お願いをいたします。 

認定対象者は、別紙でご用意をさせていただいたとおりでございます。 

それぞれ記載をいたしました認定要件にてご認定くださいますようご提案申し上げます。 

よろしくお願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ただいま説明がありました議案第 52 号につきまして、ご審議を

いただきます。 

ご質問、ご意見がありましたらお願いします。 

（「ございません」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） はい、それでは議案第 52 号について、承認ということでよろしいでし

ょうか。 

（「はい」との声あり） 
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○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございます。 

 

議案第５３号 飯田市教育功労表彰者の決定について 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて、議案第 53号、「飯田市教育功労表彰者の決定について」。 

伊藤課長。 

◎生涯学習・スポーツ課長（伊藤 弘） それでは議案第 53号、「飯田市教育功労表彰者の決定に

ついて」をお願いいたします。 

資料５ページでございます。飯田市の教育功労表彰規程第３条の規定に基づきまして、

教育功労者を決定したいとするものでございます。 

１に記載の方につきましては、表彰規程の別表Ⅰに基づく功労者ということでございま

すが、社会教育機関の関係課が所管いたしますそれぞれの委員等を長くお務めいただいた

方でございます。 

氏名、住所、功労内容につきましては、議案書に記載のとおりでございますが、文化財

審議委員が１名、美術博物館評議員が４名、美術博物館協議会委員が３名、合わせて８名

でございます。 

２に記載になります者は、表彰規程別表Ⅱに基づく教育功労者ということで、飯田市の

教育、文化、芸術等の振興のためにご寄附をいただいた方でございます。２団体でござい

まして、住所、氏名、功労内容については記載のとおりでございます。 

伊賀良まちづくり協議会につきましては、伊賀良小学校へ版画等のご寄付を、２つ目の

コシブ精密様につきましては、上村小学校、和田小学校の社会見学に併せてそれぞれ顕微

鏡１台ずつのご寄附をいただいたものでございます。 

それぞれ関係する課、館から推薦がありまして、表彰規程の基準を満たしているという

ことでご決定いただければと思います。 

よろしくお願いをいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ただいま説明のありました議案第 53 号につきまして、ご審議を

いただきます。 

ご質問、ご意見がありましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

（「ございません」の声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） はい、それでは承認をいただいたということで、ありがとうございま

した。 
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日程第７ 協議事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて日程第７、「協議事項」。 

 

（１）少子化における児童生徒の教育環境の充実に向けた取組について 

○教育長（熊谷邦千加） （１）「少子化における児童生徒の教育環境の充実に向けた取組につい

て」。 

代田課長補佐。 

◎学校教育課長補佐兼教育企画係長（代田暢志） はい、お願いします。 

協議事項の（１）少子化における児童生徒の教育環境の充実に向けた取組につきまして、

令和４年度下半期のスケジュールについて説明をさせていただきたいと思います。 

資料につきましては、資料№１－１、それから１－２を用意しております。 

まず１－１からご覧いただきたいと思います。６ページとなります。 

下半期の取組につきましては、８月の教育委員会の定例会で第１回取組研究会での協議

内容につきまして報告をさせていただき、教育委員の皆様のご意見をいただきましたので、

今回、全体のスケジュールという形でまとめさせていただきました。 

まず、１といたしまして、教育委員会情報誌「Ｈａｇｕ」の発行につきまして、学校を

取巻く様々な課題について、保護者や児童生徒に理解していただくことを目的に、少子化

や施設の老朽化、教員の減少といった学校と子どもたちを取巻く現状や課題、また影響、

より良い教育環境に向けた今から検討することの重要性や今後の進め方、これに加えてア

ンケート調査への協力依頼等を掲載し、メッセージ性の高い情報を発信したいと計画して

おるところであります。 

発行の時期につきましては、令和４年 11 月末にアンケート調査に併せて発行を予定して

おります。 

また、この「Ｈａｇｕ」は、保護者会の懇談会や、学年集会等でも活用できるように、

また第２項にありますアンケート調査の実施の際に「Ｈａｇｕ」を読んだ感想としても活

用できるようにしたいと考えておるところであります。 

続いて２のアンケート調査について、学校の特色や魅力、教育課題、学校の配置・枠組

みに係る保護者等の意見を広く求めることを目的にアンケート調査を実施します。 

調査方法につきましては、スマホやパソコンによる調査を基本といたしまして、紙の回

答や多言語にも対応させていただきたいと思っております。 

調査対象は、児童生徒の保護者やこれから学校に通うこととなる、保育園に通う園児の
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保護者、小学校高学年及び中学生を対象といたします。 

アンケートの内容につきましては、前回、アンケートの素案をお示しさせていただきま

したが、これに修正を加えており、学校の特色や魅力、また先ほどの「Ｈａｇｕ」の感想

をもとにいたしまして、飯田らしいこれからの学校づくりに関する意見の回答をいただく

ような設問も考えておるところであります。 

アンケートの実施時期につきましては、令和４年 11 月末から 12 月とし、回答後は学校

種、小学校中学校別や地区、また中学校区での集計を行う予定でおります。 

このアンケートの集計結果につきましては、第３回の研究会で研究チームによる研究結

果と併せて報告をさせていただく予定でおります。 

続いて、３番目のオンラインミーティングの開催について。 

あり方検討の取組について、校長会や臨時の学校運営協議会などで検討の目的、進め方、

方針案、決定までのプロセス等の説明をさせてきていただいておりますが、今後の取組に

おいても、共通理解を図ることを目的に、校長・教頭先生を対象に教育委員会とのミーテ

ィングを開催いたします。また、各校においては、このミーティングでの対応を校内に波

及させていただき、あり方検討についての教職員の理解をさらに深めることも目的として

おります。 

実施の方法や出席者、ミーティングの内容については、記載のとおりですが、詳細につ

きましては、今月に開催する第３回の校長会で開催の依頼を予定しております。 

実施時期につきましては、中学校のスケジュール調整をいただき、10月から 12月の開催

を予定しておるところであります。 

続きまして、４番目の項目になります。 

事務局研究チームにおける配置・枠組みについての研究につきましては、今年度当初か

ら取組を行うとしていた研究であります。昨年度、学校運営協議会で意見交換された配

置・枠組みのことについて、各種研究報告書や、先行的な取組事例の調査検討、有識者か

らのアドバイス等をいただきながら、研究を重ね、飯田らしいこれからの学校づくりのた

めの配置・枠組みの研究を進めているところであります。 

研究内容等は記載のとおりですが、この研究チームの成果として、第３回目の研究会で

学校運営協議会での意見交換の様子、それからアンケート調査の報告と併せて、飯田らし

いこれからの学校づくりの方策を報告したいと考えておるところであります。 

８ページ、資料№の１－２につきましては、先ほどの「Ｈａｇｕ」の発行から事務局研

究チームによる配置・枠組みの研究までの４項目についてまとめさせていただきました。
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あわせて、あり方研究会を含めた令和４度の下半期全体スケジュールを時系列でまとめさ

せていただきましたので、参考にご覧いただきたいと思います。 

以上で説明を終了いたします。 

よろしくお願いします。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ただいま説明がありました件につきまして、ご協議をいただき

ます。 

ご質問、ご意見がありましたらお願いいたします。 

はい、上河内委員さん。 

◇教育委員（上河内陽子） 分かりやすい説明、ありがとうございました。 

アンケート調査については、スマホやパソコンによる調査ということで、今、親御さん

たちもとてもそれのほうがやりやすいと思いますし、集計のほうもきっと素早くいろいろ

細かく分析できるのでいいかなというふうに思います。 

このアンケート調査を実施した後に、スケジュールを見てみますと、回答をして集計し

た後に第３回研究会で報告というのがあるんですけれども、例えばその結果というものは、

おそらくそのアンケート内容がとても分かりやすく、そして答えやすいものであればと思

います。また、そういった「これはどういう結果になるのだろう」ということで、保護者

の皆さんも多分注目すると思うんです。なので、例えば今後「Ｈａｇｕ」でまたその結果

を報告しますというような一文があったらいいなと思います。もしフィードバックの時期

が言えないのであっても、「Ｈａｇｕ」でまた結果を報告するとか、別途何かで報告すると

いうような一文があると、この保護者たちも自分が回答したアンケートを通して、それを

考える機会をもらえて、フィードバック見ながらもう一度考えることができるというか、

参加しているというような気持ちになれるかと思います。そういった点をお願いできれば

なと思いますが、いかがでしょうか。 

○教育長（熊谷邦千加） 代田課長補佐。 

◎学校教育課長補佐兼教育企画係長（代田暢志） アンケート調査につきましては、今回とりあ

えず第１回のアンケートをとりたいというということで、実施をさせていただきたいと思

います。 

内容を大体細かく詰めながら２回目・３回目というふうに多分進んでいくんじゃないか

なというふうに考えておるところなんですけど、今、ご意見いただきましたとおり、保護

者についても分かりやすい、こういったところに生かされているのかということを非常に

深い意味がある部分でありますので、そんなところを示していけたらというふうに考えて
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おります。参考にさせていただきます。 

◇教育委員（上河内陽子） お願いします。 

○教育長（熊谷邦千加） ほか、いかがでしょうか。 

北澤正光教育長職務代理者。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） 非常に丁寧に、今までの研究会等で出された意見を受け止め

ていただいて、具体的な方向を示していただいていてありがたいと思います。１つ質問で

す。「Ｈａｇｕ」の配布範囲についてお聞きします。どの範囲に「Ｈａｇｕ」が配布されて

いくのかお聞きするのは、２番のアンケートのところで、調査対象が小中学校の児童生徒

の保護者、その次のところには今までの意見を受け止めてくださった結果だと思うのです

けれど、保育園等に通う園児の保護者となっています。「Ｈａｇｕ」は今までも保育園の保

護者は配布対象でしたか。その辺が定かじゃないので教えてください。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、代田課長補佐。 

◎学校教育課長補佐兼教育企画係長（代田暢志） 今までの「Ｈａｇｕ」につきましては、小学

校、中学校の保護者宛ということで 7,000部用意させていただきました。今回、この「Ｈａ

ｇｕ」につきましては、保育園の保護者にも読んでいただきたいということで、プラス

1,000 部を用意すると保育園・幼稚園の保護者まで行き渡るということです。その分を用意

して配布させていただきます。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） 分かりました。 

○教育長（熊谷邦千加） さらにいかがでしょうか。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） 追加の作業になるかと思いますが、保育園の保護者の皆さん

のところには、この「Ｈａｇｕ」の配布意図というか協力依頼も含めて若干の説明が必要

になるのではないでしょうか。保育園の園長さんにもということになると思うのですが。 

これまでこの研究会に出席してきて、保育園の保護者の代表の方のご発言を聞いている

と、「どうして保育園の立場のものに先の学校の話を問いかけてくるのか」といった趣旨の

ことをおっしゃっていた方がけっこういる。要するに「小中学校の話をなんで今、該当し

ていない自分たちのところに向けてくるのですか」みたいなことを発言された方もいたし、

「そんな先のことを急に聞かれても分からない」といった発言をされていた方もいました。

本当は一番該当する皆さんだと思います。将来的にお子さんが該当する世代の皆さんなの

で、その辺のことをなぜ保育園の保護者にもこの状況を知ってほしいのか、アンケートを

とるのかというところの丁寧な説明が必要になるのではないかと思います。 

○教育長（熊谷邦千加） 代田課長補佐。 
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◎学校教育課長補佐兼教育企画係長（代田暢志） 保育園の配布につきましては、また分かりや

すいように文を変えて「Ｈａｇｕ」の説明、それからアンケートをとらさせていただきた

いという趣旨を含めて説明のほうをさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

○教育長（熊谷邦千加） ほか、いかがでしょうか。 

（発言する者なし） 

○教育長（熊谷邦千加） また途中でもこれからこの話題については、協議いただいたりいろい

ろしますので、引続きご意見いただければなと思います。 

ありがとうございました。 

 

日程第８ 陳情審議 

○教育長（熊谷邦千加） それでは日程第８、陳情審議でありますが、今回はございません。 

 

日程第９ その他 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第９、その他。 

 

（１）教育委員報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 「教育委員報告事項」ですが、報告事項ということで、いつも順番を

決めてないのですが、ご用意できた方からご発言お願いします。 

はい、では三浦委員さん。 

◇教育委員（三浦弥生） はい、ありがとうございます。 

南信教育事務所飯田事務所の主幹指導主事滝澤先生の学校訪問帯同をさせていただいて

おります。２校行かせていただきました。 

１校は、８月 24日に竜丘小学校へ行かせていただいております。 

こちらのほうは、面談に同席させていただきましたが、先生方から「人間関係最高です」

という言葉が聞かれまして、教職員の先生方の人間関係の良さというものが先生からも伝

わってまいりました。 

本当にどの先生に滝沢先生がお声がけしてもとても謙虚に言われていて、どの先生もそ

のほかの先生方の良いところをすごく見ていらっしゃるなあということを、お話を聞く中

で私も感じることができました。そういった教職員の人間関係の良さが、子どもさんたち

が安心して学べる環境をつくっているんだなあっていうところも併せて感じてきた次第で
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す。 

また、とても印象に残ったのが、研究主任の先生が本当に前向きに取り組んでいらして、

木下紫水先生、自由画教育ということでされていますけれども、その思想といいますか、

考え方というところを竜丘小学校の教育に生かすということで、とてもそれを生き生きと

語ってくださいました。 

そういった形で、先生方と子どもたちに分かりやすい「分かった」「できた」という教育

をしようという、そういった意気込みも併せて感じております。 

また、養護教諭の先生が中国語ができるということで、中国語しかしゃべられない保護

者の皆さんたちの相談にも母国語を持って相談に乗っているというようなところもお聞き

しておりまして、コミュニケーションもしっかりと取っていただいているなというところ

を感じております。 

ここは学級が１つ少なくなったのでしょうか。そういうことで教員が少なくなったとい

うことで、様々な仕事量が減らない中でやはり教員が少なくなったというところは、１つ

課題ということで聞いてきております。 

もう１校は、９月 13日に遠山中学校に行かせていただいております。 

ここでは本当、校長先生が初めて入られたというところで、「いろいろなところをやり過

ぎちゃったかな」と言われていましたけれども、意欲的にされていました。 

校長先生、教頭先生はもちろんですけれども、一番長くなる教務主任の先生がとても先

生方の間に入って上手に学校のコミュニケーションと言いますか、教員関係をとても良く

されているなというところを感じました。 

若い先生方の授業を見させていただきましたが、とてもいい授業をされておりました。

とても子どもたちに分かりやすい授業をされていまして、板書の字がとても綺麗ですし板

書もとても綺麗です。子どもたちがノートを取って字を書くといったところも、しっかり

されているといった授業を見させていただいております。 

校長先生のほうから、「家庭学習の手引きといったものが、言葉が少し古いような気がし

て」と言い方をされていましたけれども、「自学ノート」ということで「自分のできない部

分をしっかりと学ぶという、そういう形の家庭学習のあり方というものをこの２学期から

進めてきています」ということで、新しい風が入ったのかなというところを感じてまいり

ました。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 
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続いて、いかがでしょうか。では、上河内委員さん。 

◇教育委員（上河内陽子） はい。 

９月 10日・11日は、飯田市の地域史研究集会が満州移民ということで、オンラインで参

加をしました。 

今回は、加藤陽子先生の講演もあり、今のウクライナの戦争の話から、すごい昔の古代

ローマの戦争の話までいろいろ交えながらとても興味深い話をしていただきました。 

それで加藤陽子先生の本の中にも書いてあったように、「この飯田下伊那の満州移民の研

究を本当に引っ張ってきた方々を尊敬する」というような言葉が加藤陽子先生の本にあっ

たんですが、まさにその引っ張ってきた先生方のお話も同時に聞くことができました。本

島和人先生と齊藤俊江さんの話も聞くことができ、２日間に渡ってもう本当１年で一番の

お祭りと言ったらおかしいのですが、本当に一大イベントで、ヘトヘトになるくらい密に

こうやるっていう感じなんですが、それがオンラインということで、全国からたくさんの

人たち、一番多いときで 100以上のＺｏｏｍへの入場があったかなと思います。 

そういった人たちが、飯田下伊那の資料を非常に興味深くいろいろ研究をされていたり

資料を見たりということで、注目している人々がいるということがやっぱり対面式であっ

たのには超したことがなかったのですが、オンラインという形でまた違う熱気というもの

を感じながら、すごい集会だなというふうに改めて感じました。 

スタッフの皆様に感謝したいと思います。ありがとうございました。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

続いて報告のある方。はい、北澤委員さん。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） ２点ですが、１点は８月 24日に、「ジュニア期の望ましいスポ 

―ツ活動の在り方研究会」がありました。飯田事務所が主催ですけれど、熊谷教育長さん

も会長として市町村教委連の代表として関わっている会です。 

コロナの関係でリモートでの実施でしたが、ＰＴＡの皆さん、教育委員会関係の皆さん、

それからスポーツ団体とか指導者の皆さんが 100名くらい参加をされて行われました。 

その中で飯田市にも関わってくださっている、講師の筑波大学アスレチックデパートメ

ントの副ディレクターをされている山田晋三准教授から初めのお話とまとめのお話があり

ました。その中で繰返しのようなことになるのですけれど、「小中学生のときに様々な競技

を体験することはとても重要で、欧米ではそれが当たり前になっている」ということ。 

それからそのお話に引用されたことで、１つはサッカーのスペインリーグのビジャレア

ルに佐伯夕利子さんというコーチがいる。その方のビデオを流してくれて、その佐伯さん
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が盛んに言っていたのは、「休むことの大切さ」ということで、「10 カ月活動して、２カ月

休むというのはとっても大事。実はその休んでいる２カ月で 10 カ月の活動を自分で振り返

って、考えを再構築して次に備える期間なのだ」と。「ただ活動し続けているだけでは、自

分の活動をインストールしたり見返したりする時間がない。２カ月くらいはじっくり休ん

で見返して次の目標を持つという、とても重要な時間なのだ」という話がありました。 

それから陸上の 400メートルハードルの日本記録を持っている為末 大さんも、ビデオで

登場してお話をしてくれたのですけれど、彼の話のキーワードは「時間の圧縮」というこ

とで、「本当に必要な練習や必要なものを集中的にやるということがとても大事で、時間の

長さではない」ということを強調されていました。今後話題になっていく部活動の地域移

行といったことを考えたときにも、「この時間を圧縮するっていうことは、とても大事なポ

イントになる」というお話をされていました。 

その後、４人くらいずつでグループワークになったのですが、ちょうど私の入ったグル

ープは緑中のＰＴＡ会長さんとか保護者の方が何人かいるグループだったのですけれど、

「今日のような話はとっても興味深い」と。「でも、保護者の立場でそういうことを聞く機

会がほとんどない」と。「なのでより多くの保護者が、こういう最新のスポーツ科学に基づ

いたことを学ぶ機会とか知る機会をより多く取っていくことが大事じゃないか」といった

ことがグループワークで話し合われました。最後のまとめで山田准教授が、「あくまで子ど

もが主体の活動なのだ」と。「なので子どもの時間を大人や指導者の思いで奪ってはいけな

い」ということを強調され、「アメリカではこういう活動時間は週 20時間までと限られてい

る」と。「しかもその 20時間というのは、ミーティングとか体力づくりとかそういうことも

含めての 20 時間なのだ」というようなお話で、いずれにしても飯田市では「冬季ジブン・

チャレンジ期間」のような先駆的な取組を既にしているので、それを浸透させていくこと

はとても意味のあることだというような話。それから「さっき話したような議論を続けて

広めていくことが、これからうんと大事ですよ」とまとめられたのが１つです。 

それからもう１つは、８月 26 日に、これもリモートでしたけれど、小中連携・一貫教育

の推進部会が行われて、そこにも参加させてもらいました。 

飯田市の小中連携・一貫教育は 12 年目ということになるわけですけれど、今回は各中学

校区での今年度の取組の中間発表と今後に向けてといったことを共有しました。いくつか

あった中の１つは、コロナ禍で小中の先生が集まって、今までだと公開授業を見て、子ど

もの様子をお互いに見合うことをしていたのですが、なかなかそれができない。２年間、

続いている。今年になって工夫をされて、「生で子どもを見ることは大事だ」と。「ついて
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は、一堂に同時期に集まるということはいろいろなマイナス要素があるので、２日間、自

由に都合の付く先生が都合のいい時間にその学校へ行って見せてもらう。見てもらうほう

は指導案などの用意はせず、とにかく子どもを見てもらうことを中心にして実施した。分

散して、なおかつ子どもたちの様子を見ることができて良かった」といった工夫点があっ

たり、「幼保の先生方が小学校へ行って子どもたちを見るといったようなことが大分進んで

きた」という話があって、例えば保育園の先生が小学校６年生の子どもたちを見て、「保育

園のときはこんなふうだったけれど、すごく成長している」というようなことを話しても

らって、「小学校の先生方がとても力になった」、「参考になった」という話がありました。 

それから「学校によっては、小学校の教室が空いているので、日常的に保育園の子が来

て、その部屋を使ってもいいように教室を開放してある」といった話もありました。 

それからＩＣＴの活用についても、「子どもだけではなく、小学校同士で学年ごとの先生

のクラスルームを設置して、先生方も日常的に交流をする、そんな工夫も始めている学校

がいくつかある」というようなことが出てきました。 

学識経験者として助言いただいている井出先生からは、「言葉にリアリティを感じるよう

になってきた」と。要するに、「連携一貫を綺麗事で進めて、綺麗事の報告書をまとめて終

わりというようなことではなくて、本当に実質的なところで小中の先生がやり取りすると

いう姿が出てきてとてもいい方向だ」ということ。それから「ただ続けるっていうだけじ

ゃなくて、見直しをしてやることを絞り込み、止めるものは止めるというふうにしていく

こともとても大事だ」というお話もありました。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（２）参与報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして、「参与報告事項」 

◎参与（松下 徹） 特にございません。 

 

（３）学校教育課報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして、「学校教育課報告事項」。 

麦島係長、お願いします。 

◎教育支援係長（麦島 隆） 教育支援係で主に特別支援教育を担当しております麦島と言いま

す。よろしくお願いします。 
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資料９ページですけれども、今年度、国立特別支援教育総合研究所にありますインクル

ーシブ教育推進センターの地域支援事業の指定を受けまして、研究所のアドバイスを受け

ながら取り組んでおります。 

先日８月 26 日に推進プログラムという形で中間発表をしてまいりまして、そこで９ペー

ジからの資料になりますけれども、載せさせていただいております。 

今日のこの機会をいただきましたので、短時間ですけれども、ポイントを絞って発表さ

せていただければと思いますのでよろしくお願いします。 

まず９ページと 10 ページのところに、飯田市の特別支援教育がどのような状況なのかと

いうことでデータをまとめたものになります。小さくてちょっと見にくいですけれども、

その中から見えてきたこと、課題が 10 ページの下のところに書かせていただいております。

特に、飯田市の場合で言いますと、中学校の自情障学級の在籍数、またＬＤ等通級指導教

室を利用している子どもたちが非常に増えているという現状が見えてまいりました。これ

らのお子さんは、通常学級でも生活する場面が多いということですけれども、なかなかそ

の通常学級での配慮であるとか、授業の改善があまり十分に行われているとは言えないと

いうところが課題というところで見えてまいりました。 

そこで 11 ページですけれども、この指定事業を受けまして、特別支援教育の担当の先生

だけでなくて、全職員でこの特別支援教育への理解を深めるというところ。もう１つは、

合理的配慮であるとか、通常級と特別支援学級との連携をどうしていくかというようなと

ころで取り組んでまいりました。 

11 ページの下、まず１つ目ですけれども、これまで個別の教育支援計画という個々に支

援の計画を立てるものがあるんですけれども、中学校区でバラバラでしたので、それを飯

田市として統一をして、共通理解の中でやっていこうということで今年整備をさせていた

だいております。 

12 ページですけれども、学校訪問について書かせていただきました。一学期に３人で学

校訪問に行くわけですけれども、そこでの訪問でのポイントをしっかり確認をしてここに

書かせていただいておりますが、訪問してまいりました。 

訪問して見えてきた課題のポイントとして、12 ページの下に書かせていただいています

けれども、もう少し細かくはこの冊子の 17ページと 18ページに書かせていただいておりま

すので、またお読みいただければと思います。特にというところでは、特別支援学級に在

籍しているお子さんでも、なかなか特別支援学級を利用していないということが見えてま

いりまいた。また、通常学級で先ほど言いましたけれども、配慮をして授業をしているか
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というところは、ちょっと難しい部分も見えてまいりました。 

また、特別支援学級では、その子に応じた支援、自立活動といいますけれども、それを

行うわけですけれども、なかなか難しい状況もあるというところも見えてきました。特に

自情障学級や中学校に多いというようなことが、訪問によって見えてまいりました。 

13 ページですけれども、これらを受けまして、インクルーシブ教育の推進という視点で

今年度研修会を今までに２回行っております。１回目は、堀内澄恵先生という特別支援に

長けたＯＢの先生。２回目は、先ほど言いましたインクルーシブ教育センター長の久保山

先生の講演をオンラインですけれども、させていただいております。 

14 ページはその内容がありますので、またちょっと小さくて申し訳ないんですけども、

参考に見ていただければと思っております。 

第３回ですけれど、10 月４日と６日に２回に分けまして、また研修会を予定していると

ころであります。 

15 ページですけれども、上半期を終わりまして、これまでの取組からの成果としまして

は、まず個別の教育支援計画を統一したことで、共通認識のもとで支援の方向性を考えて

いく土台ができたという点。また、合理的配慮について、その支援計画に盛り込むという

ことで、まずはそこは良かったかなというふうに感じております。 

あと研修会ですけれども、今まではその参加者に応じてテーマを変えていましたが、今

年はインクルーシブ教育の推進という共通のテーマを設定することで、全職員で目指す方

向について意識を持つことができたかなと思っております。 

最後ですけれども、まだまだこれからの課題というところで、合理的配慮をどういうふ

うにしたらいいのということで、お困りの先生が多いということで、それらの理解を進め

ていく必要があると感じております。 

また、特別支援学級では、自立活動を行うわけですけれども、なかなかこの自立活動も

具体的にイメージすることができない場合がありまして、その辺も積極的にできるように

力を入れていきたいと思っております。 

あと市の研修会をやっているわけですけれども、なかなか校内での研修というところま

でいかないというところが課題ですので、その辺も考えていきたいと思います。これらの

ことを発表してまいりました。 

今日の信毎等でも、その特別支援学級と通常学級の時間の目安みたいなところで結構話

題になっているわけですけれども、その時間を目安にするというよりも、インクルーシブ

教育の推進のためにまず通常学級での配慮をどうしていくのか、であるとか、特別支援学
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級在籍のお子さんがその子に応じた支援がしっかり充実してできるかどうかというところ

を大切に考えて、今後も取り組んでまいりたいと思っております。 

私からの報告は以上になります。 

また今後ともよろしくお願いします。 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて木下主査。 

◎教育指導専門主査（木下耕一） 外国語教育を担当しております木下と申します。よろしくお

願いします。 

資料 19 ページをご覧ください。外国語教育では、英語で「気持ち」や「考え」を伝え合

う、ワクワクする授業づくりのために、３つの重点を定めて各校で取り組みを進めてきて

いただいております。 

特に②にあります言語活動というところなんですが、学習指導要領でもその重要性を繰

返し述べられております。これは機械的に繰返し音読練習をしたり、ノートに単語を羅列

して練習するといったいわゆる練習活動とは異なり、自分の「気持ち」や「考え」を英語

で伝え合うという学習活動です。この言語活動を通して、実際に使いながら言語を習得し

ていくことを狙いとしております。 

上半期の取組を主に３点ご説明いたします。 

１つ目は、外国語教育推進委員会の取組です。 

各校外国語係の主任の先生が委員となり、研修等に参加されながら、各校での取組、推

進、また中学校区での小中連携・一貫教育の推進の中心になっていただいております。 

２つ目は、授業支援、研修等です。 

小学校では現在、３・４年生が外国語活動、５・６年生が外国語科となり、小学校の４

年間で 210 時間英語の授業を受けるようになりました。このような教育課程になって３年

目、まだまだ多くの小学校の先生方が不安の中で授業をしているのが実態です。中学校の

先生方も、小学校で４年間学習をしてきた子どもたちを中学校でどのように指導して力を

伸ばしていけばいいのか、大きな課題を抱えています。各学校の環境、児童・生徒の実態、

先生方の実態が異なる中で、より良い授業支援ができますよう、全ての学校を訪問しなが

ら授業参観を行ったり研究会等へ参加をしたりしています。一学期に続き二学期も、10 月

より各学校を回る予定であります。 

めくっていただきまして、資料 20ページになりますが、３つ目はＡＬＴになります。 

飯田市では、ＡＬＴを 10 名直接雇用しております。出身が７カ国と、多様な文化背景を

もったＡＬＴが、小学校と中学校を回りながら、少しでも英語が好きな子どもたちが増え
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るようにと頑張っています。また、月１回定例会をもち、そこで情報交換をしたり研修を

したりしながらスキルアップを図っています。 

昨年度から始まったＡＬＴによる英語のイベント、イングリッシュデイですが、今年は

会場をムトスぷらざに移して実施をいたします。現在は小学生対象のイベントですが、今

後、中学生の「ジブン・チャレンジ」等でも開催を検討していきたいと考えています。 

後期の取組としましては、学習者用デジタル教科書の活用・推進を１つの柱にと考えて

います。今年度より実証事業として、全国全ての小学校五・六年生と中学生の端末に学習

者用デジタル教科書が配備されました。この実証事業は、来年度も続き、令和６年度には

外国語の学習者用デジタル教科書が本格的に導入されることが決定したと、８月に報道が

ありました。 

学習者用デジタル教科書は、教科書の単語や本文を音声化してくれる機能を持つなど、

使い方次第で子どもたちの英語力向上につながるものです。ただ、まだ子どもたちも先生

方も使い始めたばかりの状況で、さらなる活用を推進していくためには、今後一層の経験

を積み重ねていくことが必要です。市としても、研修や支援を充実させていきたいと考え

ております。 

これ以降は、いくつか資料を付けましたので簡単に触れたいと思います。 

そちらがＡＬＴの今年度のポスターです。各学校にはこの日本語版と英語版を配ってあ

ります。後ほどお読みください。 

その後 22 ページからは外国語通信ということで、各学校に担当から発信している通信を

載せてあります。各学校の取組の重点等を載せてありますのでご覧ください。 

28 ページ・29 ページをご覧ください。一学期に訪問する中で、早速学習者用デジタル教

科書を使いながら、授業の中で音読練習をしている場面がありました。今後、小学校の

５・６年生や中学生が、このように授業の中でタブレットを使いながら、英語の学習をし

ていくという姿が増えていくというふうに考えております。 

30 ページ以降は、後期に向けてどのように学習者用デジタル教科書を活用・推進してい

くかということについて、見通しと目標、そして研修の計画等を載せてありますので、後

ほどお読みいただければと思います。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて今井専門幹。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） それでは、櫻田専門主査が本日いませんので、私から飯田市Ｉ

ＣＴ教育の取組についての上半期の報告をさせていただきます。 
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35 ページからになります。令和４年度のＩＣＴ教育の取組の目標ですが、この４月にも

ご説明しましたが、「深い学びにつながる協働的な学び」を目指した活用の推進ということ

で、「授業での活用」、それから「学校生活での活用」、「情報活用能力」この３点について

進めてまいりました。特に授業での活用は、授業改善につながる協働的な学び、それから

デジタル教科書、デジタル教材を使ったもの、そういったところに力を入れてきました。 

上半期の取組ですが、授業での活用です。同時共同編集機能を用いた協働的な学びのイ

メージが持てない教員に向けて、専門主査が学校での職員研修等を行ってまいりました。

また、そういった授業ができる指導案型のテンプレートを共有して、一生懸命、今、授業

を進めています。 

実際には、先生方の活用の度合いに差がある状況があります。よく使っていただける先

生、それからまだまだの先生。ですので、まだまだの先生のところをレベルアップしてい

きながら、より協働的な学びができるように支援をしているという状況です。 

36 ページのところに行きます。学習者用デジタル教科書の関係ですが、６月の中核教員

研修でどれくらい学習用デジタル教科書の利用が進んでいますかということを確認をさせ

ていただきました。その中で、２校ほどまだセットアップができていない。各学校、中核

教員が中心になってセットアップしてもらうようにお願いしていたのですが、まだできて

いないということが分かりましたので、その日のうちに専門主査が学校に行って、一緒に

セットアップをして利用できるようにしてきました。その後、少しずつ利用が進んできて

いる状況です。 

全ての教科が入っているわけではないですが、学校に英語ともう１教科という状況です

ので、英語を教えている先生、それからもう１教科、社会であったりとか理科であったり

とか、学校で決まってますので、そこに関わる先生たちがどれくらい利用しているかとい

うと、利用がより進んでいる先生は、その良さを理解してどんどん使っており、逆に利用

できていない先生が「まだ分からない」って言っている状況があるので、そこにどんどん

手助けをしていきながら進めていこうということで学校訪問を続けています。 

38 ページ、学校生活での利用ということですが、先ほどありましたが、飯田市のＷｉ－

Ｆｉ環境の整備は、普通教室で 100％できているんですが、実は大規模校を中心に接続が不

安定だという報告があります。その原因を今、調査しながら確実につながるか、途中で切

れたりしないような状態でつながるということを一生懸命調査をしながらきちんと対応を

今、進めているというところです。 

39 ページ、情報活用能力です。情報モラル講演会を一学期に全ての小中学校で専門家、



 ‐20‐ 

南澤先生ですが、行っていただきました。ただ、それだけでＯＫっていうわけではなくて、

今後も情報モラル教育を日常的に進めていこうとしています。40 ページのところですが、

情報活用能力に関する内容の取り扱い状況チェック表を作成し、こんなことを気を付けて

ください、こんなことをやってくださいということで、各学年、状況に応じてチェックを

しながら、日常的に情報活用能力の獲得ができていくように進めていくということを取り

組んでまいりました。 

40ページ、その他のところです。夏休み中に Google for Education の研修を３回行い

ました。35名の先生方が参加していただきました。 

それから今後に向けてですが、飯田市ＩＣＴ教育の今後のロードマップの作成を行って

いきます。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（４）生涯学習・スポーツ課関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて「生涯学習・スポーツ課関係報告事項」。 

伊藤課長、お願いします。 

◎生涯学習・スポーツ課長（伊藤 弘） それでは、続きまして次のページ、42 ページ・43 ペー

ジをお願いいたします。 

令和４年度のニュースポーツフェスティバルの開催要項がまとまりましたので、日程等

をお伝えさせていただきたいと思います。 

このニュースポーツ大会につきましては、飯田市のスポーツ推進委員さん中心に計画を

していただいておりまして、昨年から今年度２年の任期の中で、特にいろんな世代が一緒

に参加できる競技ということで「ボッチャ」の普及ということで、今年度のニュースポー

ツ大会は「ボッチャ」ということで開催をしてまいります。 

昨年度、募集をする中で参加団体が多くて、午前・午後開催するような状況がありまし

たので、それを踏まえた計画ということになっておりますので、また資料をご覧いただき

ながら、関係する皆さんにご案内いただければありがたいと思います。 

以上でございます。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（５）文化財保護活用課関係報告事項 
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○教育長（熊谷邦千加） 続けて（５）番、「文化財保護活用課関係報告事項」。 

宮下館長、お願いします。 

◎文化財保護活用課長兼考古学博物館長（宮下利彦） 別紙でお配りをしておりますチラシです

が、黒田大明神原Ｂ遺跡発掘調査現地見学会をご覧いただきたいと思います。 

来週金曜日、23 日秋分の日となりますけれども、今年度進めておりましたフルーツライ

ン、土曽川大橋上郷側の発掘調査の成果の説明、現場を見ていただく見学会を開催します。 

当市の古代の文化や歴史を解き明かす、考古の世界に触れていただく、関心を持ってい

ただく機会になっていただければと思っています。よろしくお願いします。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（６）公民館関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして、「公民館関係報告事項」。 

秦野副館長。 

◎市公民館副館長（秦野高彦） 公民館からは、別紙の第 46 回、飯田市民大学講座についてご報

告をさせていただきます。 

今回、46 回目になります飯田市民大学講座でございますけれども、地道な人々の暮らし

や文化、芸能、自然などをテーマとして取り上げて郷土を学ぶ学習講座ということになっ

ておりますけれども、今年のテーマ、ここに書かれているテーマの中に持続可能な地域に

向かってということを考えております。全ての講師の皆さんが、この地域のこと、非常に

深くご存知の方でございまして、専門的な知見でこの講座を彩るという形になっておりま

す。 

ぜひお時間ございましたらご参加いただきまして、ご聴講をいただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（７）文化会館関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして「文化会館関係報告事項」。 

下井館長。 

◎文化会館館長（下井善彦） それでは何点かお願いします。 

まず、チラシをお手元にお配りしましたけれども、大きいのと小さいのがございますが、
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「わたちゃんダンボールししまい」ワークショップと人形劇定期公演ということで、文化

の秋ですのでこういったもののご案内をいたしました。 

それから秋というと伊那谷文化芸術祭が 11 月に予定をされております。毎週の日曜日と

いうことになりますけれども、今現在、そのプログラムの詰めをやっているところでござ

います。 

それから、ここからちょっと資料がなくて恐縮なんですけれども、ＡＶＩＡＭＡ、人形

劇の友好都市国際協会の総会が８月 26・27 日と韓国の春川でございました。飯田市長は、

日程の関係もありましたのでＺｏｏｍでの参加ということになりましたけれども、私のほ

うは春川に行って、国際会議ということもありますけれども、現場の様子を見てきたとい

うことです。 

これは春川につきましては、元々いいだ人形劇フェスタが、東アジア三大人形劇祭の友

好提携というものを結んでおりまして、春川と台湾の雲林、それと飯田ということで、こ

の３つで結んでいるというそういう関係もありまして、非常に大事にしているということ

と、2018 年にはＡＶＩＡＭＡの総会がこの飯田でありましたけれども、そのときにこの２

つの都市を飯田市がお誘いをして、そのＡＶＩＡＭＡの会員になっていただいたりと、こ

ういう経緯もありますので、現場に行っていろいろ見てきました。 

それから、Ｚｏｏｍで会議に市長が参加したんですが、そのときに今、シャルルヴィ

ル・メジェールから飯田に人事交流ということで来ておりますダコダ・ミドウさんという

女性の方がいらっしゃいますけど、この方にフランス語の通訳に入っていただいたりもし

ております。このダコタさんについては、龍江小学校がシャルルヴィル・メジェール市の

小学校といろいろな連携をしたいということで、今、交流をしたいということで始まって

おりますけど、その橋渡しもさせていただいておるということでございます。 

続いてもう１点ですけども、新文化会館の検討の状況ということです。 

これは前回このニュースレターをお配りしました。その後ですけれども、来週になりま

すけれども、９月 22 日に整備検討委員会の第３回目の会議を予定しておりますので、そこ

では基本理念を少し形のあるものにしていきたいという、そういう機会を予定しておりま

す。 

それから、高校生ワークショップが９月４日にございました。 

これは一般の方を含め 20 名くらいの方に参加をいただきまして、新しい文化会館ができ

るんだけど、どういうふうに利用しましょうか、どういうことをやりたいかということで

お話合いをさせていただいたということで、今後はまた楽しみな会になっていくと思って
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おります。 

それからもう１点なんですが、９月の補正予算ですけれども、これに新文化会館の関係

で候補地の選定に係る基礎的調査というのを委託料として計上いたしております。まだ議

会のほうは続いておりますので、審議中でありますので、決定ではありませんけれども。

今後の文化会館の場所をどうするかっていうことについて、今、お話した整備検討委員会

では基本的には場所とは切り離して、どういうものがいいかっていうことをきちっと考え

ていただくという、そういう議論をしていただいております。場所のほうは飯田市が責任

を持ってどういうところがいいかというのを決めていくということで、まだ実際に決める

のはずっと先だと思いますけれども、議論を進めておると、こういう状況でございます。 

説明は以上でございます。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（８）図書館関係報告事業 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして、「図書館関係報告事項」。 

瀧本館長。 

◎中央図書館長（瀧本明子） 図書館からはございません。 

 

（９）美術博物館関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） ９番目にまいります。「美術博物館関係報告事項」。 

牧内副館長お願いします。 

◎美術博物館副館長兼歴史研究所副所長（牧内 功） はい、それではお配りしたチラシをご覧

いただきたいと思います。 

「城下町飯田と飯田藩」のチラシでございますが、今年度は堀 親昌公が飯田に藩主とし

て入って 350年、また飯田藩の基礎を築いた京極高知公の没後 400年という節目の年に当た

ることから、９月 23日から 11月６日まで特別展を開催し、城下町飯田の成り立ちから飯田

大火後の復興までの約 400年の歩みを紹介させていただきます。 

見どころでございますが、先日、長野県宝に指定されました信濃国飯田城絵図でござい

ますが、このチラシでは背景のような形で映っておりますけれども、縦約 2.5ｍで横が約３

ｍの大きな絵図ですけれども、長野県宝に指定されましてからは初めての公開になると、

そのようなものでございます。 

あとチラシの裏面に写真があります「浦千鳥」という青磁の香炉につきましても、堀公
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が将軍家から拝領したという、そういう一品でございますので、またご覧いただければと

思います。 

特別展に関連しまして、学習として深めていただくということを目的に、10月 15日には

歴史研究所の吉田所長を講師に特別講演会を開きまして、11 月３日には今回の「城下町飯

田と飯田藩」に関しまして、３名の方にそれぞれの研究成果から講演をいただくようにし

ております。 

また、今回の特別展示にあわせ、城下町サポーターを募集しておりまして、５月から応

募された 20名の方にガイドとしての養成講座を受講してきていただいております。10月２

日には見学会を開催するわけですけれども、この城下町サポーターの皆さんの案内で美術

博物館周辺の旧飯田城の遺構を巡っていただきます。 

また、11 月３日と６日には展示解説としまして、城下町サポーターの方々に特別展の展

示品の説明をしてもらう、そのような機会を考えております。 

10 月「びはくにゅーす」ですけれども、今、お話させていただきました特別展の関連の

講座以外の春草講座、自然講座、考古博物館のぎやまん工房などを掲載させていただきま

したので、またご覧いただきたいと思います。 

また本日、特別展の招待券をお配りしましたので、ぜひ期間中に足を運んでいただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（10）歴史研究所関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて 10番、「歴史研究所関係報告事項」。 

牧内副所長。 

◎美術博物館副館長兼歴史研究所副所長（牧内 功） 先ほどの上河内委員さんからもお話あり

ましたけれども、先週の９月 10日・11日の２日間、地域史研究集会を開催いたしました。 

今回も新型コロナの感染対策としまして、オンラインの開催をメインとしましたけれど

も、オンラインでの参加者は入れ替わり、立ち替わりなので、こちらで確認できたのは、

104 名の方に参加をいただいております。また、オンラインでは参加できない方を対象にサ

テライト会場ということで、こちらの会議室を会場にしまして、ご高齢の方が多かったで

すけれども、２日間で 28名の方がいらしております。 

また、満州ゼミであるとか満州移民を考える会の皆さんが、地元の方に声かけをしてい
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ただきまして、豊丘村の公民館を会場に、同じようにサテライトのような形で用意をして

いただきまして、２日間で 30名の方にご視聴いただきました。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

    これまで報告事項に関わってご質問ご意見がありましたらお願いいたします。 

北澤職務代理、お願いします。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） 全部で３点あるのですが、１つは 17 ページに関わってのこと

で質問します。 

17 ページのところで特別支援教育に関わる説明をいただいた中で、１番の２つ目のポツ

の部分です。特別支援学級に在籍をしながら、ほとんど普段の生活を普通学級で授業を受

けているようなケースは特に中学校で多いのではないかと思うのですけれど、そこに関わ

って、国からの通知では全体の半分以上、普通学級のほうで生活しているような状況は望

ましくないと。改善すべきだといった方向のことが出ていたような気がするのですが、飯

田市の場合では、ここには「一定数いる」と書かれていますが、おおよそ把握されている

そのお子さんたちについて、把握し直したと思うのですけれど、およそどれくらいいて、

飯田市としてはそういうお子さんに対してどんな対応を学校へお願いしている状況なので

しょうか。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、麦島係長、お願いします。 

◎教育支援係長（麦島 隆） ありがとうございます。 

正確な数はあれですけれども、調査の段階で言えば半数以上、中学の場合、通常学級で

の生活を主にしているような状況が見られます。ただ、実際聞いてみますと、時と場合に

もよりますので、一概にそのような状況ではないのかなというふうには思っております。 

国は、半数以上をというような目安、基準みたいなことを言っておりますけれども、先

ほど申しましたように目安というよりも、もし通常学級で生活するのであれば、特性のあ

る子ですので、どのような配慮のもとで生活しているのかというようなことを大事にした

りだとか、これはインクルーシブの考えになります。 

もう１つは、特別支援学級に在籍をしているお子さんと考えますと、特性がありますの

で、その特性に応じた自立活動がちゃんとやれた上でその通常学級で生活しているのかと

いうところが大事になってきて、それなしにしてただ単に通常学級で生活をするのはいか

がなものかというような考えで、学校訪問なり学校からの問い合わせについては答えるよ

うな状況です。 
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ですので、時間数をこうやりなさいというよりも、その子に応じた適切な指導、支援を

ぜひ考えて対応いただきたいというところが基本になってくるかなというふうに考えてお

ります。 

以上です。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） 要するに、ただ国から示された基準に従って四角四面に時間

数がこうだから、通常学級のほうに行くべきだといったふうにはしない。その子の特性や

ご家庭のご要望とか状況に応じて、柔軟に対応していくということですね。 

◎教育支援係長（麦島 隆） はい。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） はい、ありがとうございます。 

それから２点目は、32 ページに関わること。外国語のほうにも関わるし、専門幹が代理

で発表してくださったＩＣＴのほうにも関わるのですけれど、デジタル教科書のことです。 

要するにこれは、タブレット端末を返還してしまえば当然デジタル教科書は子どもの手

元にはなくなるという理解でいいですね。 

タブレット端末が使えている間は、デジタル教科書がインストールされていて、自分の

ものとして使えるけれど、卒業に至ってタブレット端末を返還してしまうと、当然教科書

も失うという理解で考えると、今朝の信毎にもその続きとして記事が出ていたのですが、

国は紙とデジタル教科書と両方を配る予定でいる。文科省としては予算が通ればそうする

方向も考えているという。今は過渡期で、デジタル教科書も時代の要請で必要なものだと

思うのですけれど、偶然今朝、信毎の新聞の見出しのところも、紙のほうが優れている部

分もあるかみたいな見出しだったと思うのですけれど、しばらく前のこれも新聞記事です

が、広島大学の大学院の研究でいくと、読解力のような文章に没入して自分の考えを練っ

ていくというようなことには、小学生を対象に調査をした結果では、紙のほうが優れてい

る。優れている可能性があるという程度のちょっと曖昧な結論づけでしたけれど、数字上

は紙のほうが優れているという調査結果が載っていた。 

考えてみるに教科によって特性がある。英語みたいに繰返しを何回もやって習得してい

くとか、音声を聞いて習得していくといった教科の場合とか、数学の図形みたいに目の前

で図形が動いたり範囲が示されたりして、目に見えることでとっても学びやすくなるとい

うような教科ではデジタル教科書はとっても優れていると思う。逆に１つの言葉にこだわ

って、そのことでじっくりと考えてみるとか、もう１回同じところを自分のスピードで見

直しながら考えるといったようなときには、紙のほうが特性として優れているとかという

ようなことが考えられるので、この辺のところはこれから大事なポイントになってくる部
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分だと思います。ただただデジタル教科書を薦めましょうでもいけないと思うし、逆に使

えなくても困るし。その辺を慎重に大事に見ていく必要があると思いました。 

それでそのデジタル教科書をより有効に使うためには、もう１つの質問ですけれど、41

ページに関わります。デジタル教科書をより有効に使うには、結局タブレット端末の家へ

の持ち帰りを当たり前のように認めていくという流れがないと、デジタル教科書のフル活

用はできないと思うんですが、そういうふうにいったとき、要するに情報モラルというか、

メディアリテラシーのほうが追いついていないと、日常的に持ち帰る話になったとき、な

かなかそこのところで難しい問題が起こるのではないかと思います。そうするとこの上半

期、例えば市内でちょっと間違った使い方してしまって、何か把握されている件数がどれ

くらいあって、どんな状況をご指導されたのかという辺りは分かっているのでしょうか。

差し支えない範囲で教えていただきたいと思います。 

○教育長（熊谷邦千加） 今井専門幹。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） 正確な件数は今持ち合わせていないのですが、４～５件ありま

した。小学校六年のときに、授業中に不適切なチャット、書き込み等を行っていて、それ

が中学へ行って中学の先生が生徒の端末をセットアップしていたら分かったっていうのが

４月にありました。 

あとは、本来フィルターがかかっているはずなんですが、やっぱり抜け道があり、子ど

もたちがいろいろなチャレンジをしてくれている中で、不適切なサイトを見れていたとい

うような、不適切サイトが利用できていたというのが３件か４件くらいありました。 

それらは全て状況や原因をきちんと確認をして、それに対する手立てもきちんと行って

います。それから、その上で学校に状況をお話をし、保護者、本人も呼んで学校で指導を

し、確認をしていただいた上で、パスワードも新しくして本人に与え使うという形で、学

校でしっかり指導をしていただいた上で活用をしていくという形で対応しています。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） よろしいですか。 

はい、そのほかありますでしょうか。 

今の職務代理からの質問に関わらないものでも結構です。 

上河内委員さん、お願いします。 

◇教育委員（上河内陽子） それでは質問なんですが、特別支援教育の件で本当にいろいろ細か

く見ていただいているなあと思ったんですけれども、一番最初の９ページのところで、本

当に入りの部分の前提とするようなところの確認なんですけれども、飯田市では特別支援
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学級の在籍比が多いというようなことがあるんですが、これは飯田市ではその特別支援に

ついて手厚いから多いというふうに考えればいいですかという質問です。 

それを必要とする子どもたちが、全国よりも多いとかっていう意味ではなくて、きっと

手厚いから多いのかなあというふうに考えたのですが、それで正しいでしょうか。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、麦島係長。 

◎教育支援係長（麦島 隆） よろしくお願いします。 

就学判断に関わる内容だと思いますけれども、飯田市就学相談委員会で、学校、保護者

の希望に応じて相談を受け、本当に慎重に判断をしている状況があるかなというふうに思

います。その子に応じた学びの場は、どこなのかということについて、しっかりと議論し

た上で判断をしておりますので、今、委員のおっしゃいましたように、飯田市は手厚い特

別支援の状況をつくっているというふうに思っております。 

その結果、在籍比率が高くなっているのかと思うんですけれども、特に自情障学級の在

籍比がちょっと高くてこのような状況になっているということで、自情障のお子さんは割

かしパニックになったりだとか、そういうことが多いですので、自情障学級の中で落ち着

いた生活ができるような自立活動をした上で、場合によっては学びの場の見直し、通常学

級に戻るということも想定されるかなあと思います。そのときにやっぱりインクルーシブ

という視点も大事になってくると思うので、私としましては特別支援教育についてとても

大事に考えている飯田市の結果というふうに捉えております。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい。 

◇教育委員（上河内陽子） はい、ありがとうございました。 

私も本当に同感で、インクルーシブってみんな一緒にっていうようなこと、とても大事

だと思うので、そうでないと本当に先生方の負担が大変なんではないかなあというふうに

感じました。なので、手厚くしていただくのと同時に、先生方に無理のないような環境の

中で子どもたちが生き生きと過ごせるようになるといいなというふうに願っております。 

ありがとうございます。 

○教育長（熊谷邦千加） はい。 

そのほかいかがでしょうか。 

はい、野澤委員さん。 

◇教育委員（野澤稔弘） ちょっと感想のようなものなんですけど。 

英語の教育だとかＩＣＴの教育だとかっていうことで報告を受けましたが、つくづく今
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の子どもたちは大変だなあと考えながら聞いていました。本当に必要なのかと。 

実は県教委のほうから、「高校の再編をするに当たって産業界の意見を聞きたい」という

ことで連絡があって、それもなんで産業界なのかなと思って考えてしまっているんですけ

ど、経済のために子どもを育てるわけじゃないので、一人の人間を個としての人を育てる

っていうか、そういうことなんじゃないかなあと思うんですけど、なんで産業界の意見を

必要としているのか全く理解できないんですよ。 

そう思って見たときに、私も教育委員になりたてのときに、「英語やるんだったら中国語

やったら」みたいなこと言っていたんですけど、でも実際、そんなことは後でもいいのか

なってつくづく今、感じていまして、もっと人としてというか、人間としてというか、な

んかもっと体験しなきゃならないことが子どものうちってたくさんあるような気がするん

ですけど、それを抜かして英語やってパソコン使ってってなんかかわいそうだなあって、

今日実は思ってしまいました。 

そんなことやるよりなんかその辺の河原で遊ばせてやったほうが、よほど人としてはい

い経験、豊かな感触というか、そういうものが味わえるんじゃないかなというふうに思う

んですけど、なんでそうなってしまったんだろうかと思うと、自分たちもそういう業界に

いるもんですから、こういうパソコンぐらい使えるようになってくれとか、英語ぐらい今

どきは話せなきゃ駄目だとか、そういうことが伝わってこういうふうになってしまったん

だろうと思うんですけど、もっと違う側面というかあるんじゃないかなってつくづく今、

ちょっと感情としてすごく混乱している、そういう状況です。 

なんかこの立場になっていろいろ話を伺えば伺うほど、子どもたちがかわいそうだなっ

て実は思ってしまっているということが実感でございます。 

すみません。 

○教育長（熊谷邦千加） いえいえ、ありがとうございます。 

何かありますか、今井専門幹。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） 今の野澤委員の、あれをやりなさい、こういうことをやりなさ

いというふうな形で、内容の話になってしまっているので、その一番の上にある目的を見

失わないように話しています。今までは、要するに良質な労働者を育てるためにある一定

水準のみんなが同じことができるようになる、そういう教育が日本の中でまず成功してい

ったんです。でも、それはもう明らかに行き詰まりになって、これからは正解のない解を

求められる。そういうときに、じゃあどういうふうに経験をしていったらいいのかな、い

ろいろな考えを持っている友達といろいろ情報交換しながら、自分の考えをより深めてい
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く。そして、お互いに正解はないけど、納得できるような解答を求めていく。そういう教

育が必要ですっていうことで、我々は取り組んでいかなければいけないと思っています。 

そうしたときに、タブレットを使って行う学習が有効になります。その情報交換で「僕

はこういうふうに考えました」ということを、今までは先生が全て「じゃあ、あなたはど

ういうふうに考えたんですか」、「あなたはどういうふうに考えたんですか」という形で吸

い上げて、それを板書して、「それでは、考えてみましょう」と行っていたんですけど、Ｉ

ＣＴを使えば、子どもたちは自分で考えていろいろやったときに、それをもう先生が解説

しなくても、みんなで情報がすぐ「あの子はこういうふうに考えているのか」、「あの子は

僕と同じように考えている」ということが分かる。タブレットの中で、そこの中でやり取

りができるんです。「でも、その考えは違うんじゃないの」とか、そういったことができる

学習が組める。そうすることで、子どもたちにこれから必要な力を身に付けていくことが

できると考えています。 

それから、デジタル教科書もかなり非常にできが良くなってきているというと変な言い

方なんですけど、今までの先生方が使っているデジタル教科書は、極端な言い方をすると、

教科書をＰＤＦにしたようなデジタル教科書だったんです。それが自分で学習ができるよ

うなデジタル教科書に変わってきました。要するに、自分がここを学習したいって思えば、

そこが自分で掘り下げて学習できるようなデジタル教科書に変わってきている。だから自

分のニーズによって学習していけるような今の学習者用デジタル教科書の利用は、個別最

適な学習につながります。学習者用デジタル教科書を使うことによって自分の学習ができ

るようになります。 

目指すところは、やっぱり子どもに英語の力をつけるとか、ＩＣＴができるようになる

とかではなくて、これからの時代を生きていくために、子どもが自分で考えて何がいいの

かな、どういうことが、やっぱり人と人意見交換をしながらどうやってこれからの時代を

切り開いていけばいいのかなっていう力を持っていってもらうことであり、それを育てて

いくことです。 

私もいろんなも教え方というものを勉強してきたような気がするんですが、何が必要、

だからそれをしなければいけないかという何の部分がすごく弱かったなと感じています。

それはやはり現場の中で一番今、特に長野県の教師が弱い部分じゃないかな。先生方は真

面目なので、やれと言われれば一生懸命やるんですけれど、やれと言われて本当に一生懸

命やっているだけで、子どもと同じ状態ではないかと感じられます。そうでなくて、何が

必要だから、何を目指しているからこれをやっていく、これが必要なんだっていうことを
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やっぱり現場の教師がしっかり理解をして、そのためにＩＣＴ教育でありデジタル教科書

でありというふうに取り組んでいく。それをやることが目的じゃなくて、本来どういう子

どもたちを育てていかなければいけないか、これからの時代に向けて何が必要なのかとい

うことを議論しながら、教育というものをつくりあげていく、その視点が一番になるかな

というふうなことを思っています。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） これはなかなか本当に野澤委員さんがおっしゃるところがあって、今、

ＧＤＰも韓国に抜かれ、そういうＯＥＣＤの学力検査でどうかというふうに世界基準に対

して先進国からすると日本がもう地位を保てない状況がきて、そのことに対する焦りもあ

るかなあなんて思ったりもするんですけど。 

そうした国々の教育と日本の教育が比較して、中央教育審議会等が、これからの教育が

どうあるべきかっていろいろ言うんですが、でも本質的には発達段階に応じて野澤委員が

おっしゃるように、やっぱり遊ぶべき年齢に遊ばないと、これはもう人間として一番大事

な根本的な部分が欠落してしまうかなあっていうことも感じますし、飯田市教育委員会と

してもキャリア教育をもう少しちゃんとやりましょうよっていう部分も、やはりそこの部

分という意味合いがうんとあるんじゃないかなと。体験的に学ぶ、地域の中で学ぶ、そう

いったことを大事に考えていくっていうことを、やっぱりＩＣＴが入ってきても、英語教

育が低年齢化しても、そこの部分はやっぱり大事にしていかなければいけないのかなって

いうふうには思うんですけれども。 

◇教育委員（野澤稔弘） こう英語の教育が入ってきたことで、何か削られた教科があるんです

か。 

○教育長（熊谷邦千加） あります。やはり昔に比べると大きく違うのは、例えば学級でやる特

別活動の時間、音楽、それから美術、技術家庭科、こういった技能教科の時間が削られて

います。そのほかに中学校の国語が昔５時間ほどでしたけど、今４時間です。その代わり

総合的な学習の時間が増えたりとかですね、英語も外国語活動の時間が増えたので、それ

は外国語活動の場合は授業数が増えている。他の教科を削ったり、小学校の場合は授業数

が増えているね。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） そうですね、１時間増えています。 

ただ、一時期、ゆとり教育といわれたときに、総合の時間がうんと増えたんですけど、

その枠を教科のほうに今は譲って教科の学習を増やしています。今、教育長さんが言われ

たように、実技教科は、技術・家庭科とか、そういったものは以前フルでやってたときよ



 ‐32‐ 

りは少なくなっています。 

○教育長（熊谷邦千加） 土曜日がなくなったというのも影響してますけど。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） その一番、なんかいろんな意味で大きく変わってきたのは土

曜日の授業がなくなったこともあるのですけれど、学びの中でいくと今、教育長さんも言

われたいわゆる特別活動というか、そういう部分がうんと圧縮された。かつてのクラスマ

ッチとか、写生大会とか、まさに野澤委員さんが言う弁当をもって１日外へ行って秋の景

色を描く。終日真面目に描く子もいるけど、最後の１時間くらいで一応やるべきことはや

るが、その途中は秋を満喫するみたいなことも含めて、遠足とか登山とかといったような

ことも相当見直して、どちらかというと事故がないように安全なほうへ簡単なほうへとい

うような流れになってしまったことは確かにあるかと思います。 

クラスマッチなど、本当に子どもたちがクラスで団結して、クラスでまとまってみんな

で頑張ろうとするようなことがほとんど今はない。あの世代の子たちが血湧き肉躍るよう

なこと、本当に周りを忘れて夢中になるという時間が、子どもたちにはどれくらいあるの

か、正直言ってちょっと寂しいなという思いはありますね。 

◇教育委員（野澤稔弘） 私が小学校のときですけど、五年生・六年生がクラス一緒だったんで

す。すごい仲良くて、クラスだけで遠足行こうって企画するんですね。今思えば先生大変

だったんだろうなあと思うんですけど、でも年に２回くらいそのクラスだけで土曜日に遠

足に行くんですよ。クラスみんなで。 

そうやって先生が本当に大変だったんだろうと今、思うんですけど、でもそうやってみ

んなで企画して、何時に集まって、どこ行って、何見て、あれしてこれして、なんて言っ

てやってたの覚えているんですけど、きっとそういうことって今の子はないんでしょうね。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） クラス独自で誕生会をやるとか、学級レクレーションの時間

をクラス独自で考えて、学校のルールに則ってちゃんと手続きをして、場所を借りて、そ

こでクラスみんなで活動するとか、そういう中に実はいろんな学びの要素が、当事者は学

びなんて思ってはいないが、要素がいっぱい詰まっている。ことごとくそういう根本的な

部分が、学校教育の中からかなりなくなってしまって、結局教科として成立するようなも

のの中での学びというふうに限定されてしまっているようなところがすごく窮屈になった

り寂しくなったり、子どもたちの自由度を奪っているのではないかということを思うので

すが、なかなか苦しいところですね。 

○教育長（熊谷邦千加） そういう中でも、そういうふうに担任の先生が独自のものをやりたい

って思っている人もまだいると思いますが、きっとその先生も嫌々やってたんじゃなくて
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むしろ喜んで子育てしているんですっていうことをやってくださる先生だったんじゃない

かと思います。 

はい、ありがとうございました。 

これの議論もまたとても大事な議論です。またこれからも事に触れ、ご意見いただけれ

ばなあと思います。 

そのほかいかがでしょうか。 

（発言する者なし） 

○教育長（熊谷邦千加） よろしいですかね。はい、ありがとうございました。 

 

（11）今後の日程について 

○教育長（熊谷邦千加） それでは（11）番の今後の日程について。 

櫻井総務係長、お願いします。 

◎学校教育課長補佐兼総務係長（櫻井英人） ３ページをお願いします。 

学校訪問を全て書きましたのでたくさんありますが、それ以外のところをお願いいたし

ます。 

９月 26 日の飯田市校長会でございますが、北澤教育長職務代理者の出席をお願いします。 

10月 18日が次回 10月の教育委員会定例会です。 

10月 21日に長野県市町村教育委員会研修総会がオンラインで行われます。 

10月 28日は飯田市教頭会で、これも北澤教育長職務代理者の出席をお願いします。 

11 月２日でございますが、飯伊市町村教育委員会連絡協議会の秋季研修会がございます。

今年は平谷村が担当になっております。まだ通知が来ていませんので、詳細は次回ご連絡

したいと思います。 

日程は以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、11 月２日、平谷村の研修会は、今のところ、この飯田下伊那に

大学を呼ぼうとした宮澤芳重さんについて法政大学の高柳先生がオンラインで講演する予

定でおります。 

はい、ありがとうございました。 

本日予定された議案等はこれで全てとなりますけれども、ご発言等ありますか。 

三浦委員さん。 

◇教育委員（三浦弥生） 先ほど、委員の報告事項ということで、帯同についての報告させてい

ただきました。 
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１点だけ言い忘れたことがありました。遠山中学校のところでの面談のときの話になり

ますけれども、「図書館司書の先生がいませんので」という話をいただきました。本当、総

合教育会議においても読解力であったり読書であったりという話が出てきますし、やはり

議論の中ではそういった図書の専門の先生がいらっしゃるっているところが大事なところ

なのかっていうふうにお話を聞いてきております。 

追加でお願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございます。 

このことについてはいいですか。 

◇教育委員（三浦弥生） 週に１日だけでもというお話でした。 

○教育長（熊谷邦千加） しっかりと検討させていただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

日程第１０ 閉 会 

○教育長（熊谷邦千加） それでは日程第 10、閉会。 

以上をもちまして、９月定例会を終了とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

閉  会  午後４時４５分 


